
養父市立養父中学校 部活動方針 

 

１ 目 的 

   スポーツや文化活動など、生徒が自分の興味や関心に応じて主体的に活動する中で、それぞ

れの個性や能力の伸長と体力の向上・健康の保持増進を図る。また、社会性や人間性を育む

様々な経験を積み、生涯を通じてスポーツや音楽に親しむ基礎を培うことを目的とする。 

 

２ 目 標 

(1)  目標に向かって、仲間とともに競い、励まし、支え合って活動する中で、豊かな人間性

を育み、多くの人と関わりながら生きる力を育む。 

(2)  自分の目標達成や課題克服に向かって粘り強く努力し、その過程で達成感や成就感を味

わう中で、生涯を通じて主体的に自分自身を高めようとする力を育む。 

(3)  自らの興味、関心に基づく活動の中で、個性を伸ばすとともに、自分や自分たちの生活

をより明るく充実したものにしようとする力を育む。 

(4)  養父市立中学校における運動部活動の方針（H30年 12月策定）に則り、成長の著しい中

学生期にふさわしい適切な指導を計画的に行うとともに、体罰や暴言、ハラスメントの根絶

を徹底し、安全で安心な指導の徹底と活動環境を整える。 

 

３ 設置する部 

＜常設＞ ① 軟式野球部  ② 男子バスケットボール部  ③ 男子卓球部 

④ 男子ソフトテニス部  ⑤ 女子ソフトボール部  ⑥ 女子バレーボール部 

⑦ 吹奏楽部  ⑧ ボランティア部 

  ＜特設＞ ① 陸上競技部  ② 駅伝競走部    

 

４ 活動日・活動時間 

(1) 学期中は、週当たり２日以上の休養日を設ける。平日は少なくとも１日、週休日（土・

日）は少なくとも１日を休養日とし、休養日が確保できなかった場合は、他の日に振り替

える。 

     その際の休養日については、活動日設定週の期間の翌週から４週間以内で、平日は平

日、休業日は休業日に速やかに設定することを基本とする。また、公式戦等が連続するな

ど、特別な事情により前述４週間以内の休養日の設定ができない場合に限り、それぞれの

活動日の設定期間直後の翌週から16 週以内のできるだけ早い時期に、平日は平日、休業

日は休業日に休養日を設定することとする。 

(2)  長期休業中の休養日の設定についても、学期中に準じた扱いを行う。また、生徒が十分

な休養を取ることができるとともに、部活動以外にも多様な活動を行うことができるよ

う、ある程度長期の休養期間（オフシーズン）を設ける。 

(3)  １日の活動時間は、長くとも学期中の平日では２時間程度、週休日（祝日等を含む）及

び長期休業中は３時間程度とし、できるだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活

動を行う。 



(4)  公式戦を直前（２週間前から）に控えた場合等は、生徒の疲労状況を把握し、健康や安

全に十分に 留意して保護者の同意を得たうえで週休日（土・日）両方の活動を行ってもよ

い。 

  公式戦とは、運動部の場合、オープン戦、夏季総合体育大会、新人戦とし、吹奏楽部の

場合は、吹奏楽コンクール、アンサンブルコンテスト・但馬吹奏楽祭とする。なお、大会

当日も含め、土・日曜日の両日とも活動をした場合については、上記(1)に準じて休養日を

設定する。 

(5)  定期考査期間中の部活動については、原則として中間考査は３日前、期末考査は５日前

から活動停止期間とする。 

 

５ その他 

(1)  全員入部制（強制入部）ではないが、３年間継続して活動できる部に入部し、活動するこ

とが望ましい。ただし、健康状態、その他特別な事情がある場合は、参加･活動の仕方等に

ついて別途協議する。 

(2)  顧問が不在の場合は、原則として活動しない。また、朝練習については、原則として実

施しないが、熱中症防止等の生徒の体調管理の観点や大会直前といった状況を踏まえ、そ

の実施について校内並びに保護者との共通理解のもと、必要に応じて顧問の指示により活

動することができる。その場合の活動時間は７：３０～８：００とする。 

(3) 部活動の地域移行化に向けた国や県の動きを注視しながら、養父市教育委員会の指導の

もと、外部指導員の積極的な活用に努め、顧問の負担軽減を図りつつ、活動の充実に向け

た指導体制の構築を工夫する。 


